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■委員⻑挨拶

■テーマのご説明

■国内⼆輪市場概況

■今バイクが好調な理由 〜なぜ若者や⼥性に⼈気なのか〜

■利⽤環境 〜⼆輪⾞市場動向調査（駐⾞場）〜

■利⽤環境 〜東京都の「総合的な駐⾞対策の在り⽅」〜

■意⾒交換
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ご挨拶
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本⽇の議題



⼀般社団法⼈⽇本⾃動⾞⼯業会 ⼆輪⾞委員会

⼆輪⾞企画部会 川瀬 信昭
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テーマ
⼆輪を取り巻く課題 ⼆輪免許取得年齢層

カーボン
ニュートラル

事故死者数
半減

⾼速道路
料⾦

駐⾞場

その他多くの課題が存在・・・

＜2022年8⽉25⽇開催 BLF in⼤分・⽇⽥のパネルディスカッションより＞

利⽤環境（駐⾞場）改善 若年層ライダーの増加【Keyword】

深堀り

テーマ『今バイクが好調な理由 〜なぜ若者や⼥性に⼈気なのか〜』
新型コロナ・パンデミックが⼀つの契機となって⼆輪⾞が再評価されていること

特に若者新規層の拡⼤によって、価値観が変化し、「⾃由に移動できる⼿軽な乗り物」
「ファッション感覚」「キャンプギアの⼀アイテム」などちょっとしたブームになっている

出典︓警察庁統計データ

単位︓千



国内⼆輪市場概況
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出典︓⾃⼯会 ⽇本の⾃動⾞⼯業2022年版

⼆輪⾞販売台数は41万6千台
2021年の⼆輪⾞販売台数は、前年より13.7%増加して41万6千台となりました。排気量別では、原付第⼀種が4.3%増の12万8千台、
原付第⼆種は23.5%増の12万6千台、軽⼆輪⾞は6.1%増の7万9千台、⼩型⼆輪⾞は24.0%増の8万4千台となりました。
なお、原付第⼆種以上（51cc以上）は18.3%増の28万8千台となりました。

国内⼆輪⾞販売台数
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出典︓⾃⼯会 ⽇本の⾃動⾞⼯業2022年版
国内⼆輪⾞販売台数（詳細）
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出典︓⾃⼯会 ⽇本の⾃動⾞⼯業2022年版

⼆輪⾞保有台数は1,029万台
2021年3⽉末の⼆輪⾞保有台数は、前年より0.6%減少して1,028万7千台となりました。排気量別では、全体の45.2%を占める
原付第⼀種が4.1%減の465万3千台と減少しましたが、原付第⼆種は3%増の187万2千台、軽⼆輪⾞は2.1%増の201万4千台、
⼩型⼆輪⾞は2.6%増の174万8千台と増加しました。また、原付第⼆種以上（51cc以上）は、2.5%増の563万5千台でした。

国内⼆輪⾞保有台数
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出典︓⾃⼯会 ⽇本の⾃動⾞⼯業2022年版
国内⼆輪⾞保有台数（詳細）
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出典︓⼆輪⾞新聞記事を集計（失効等再取得者を除く）

新規免許所得者推移

2018年以降⼤型⼆輪・普通⼆輪は前年伸⻑傾向 普通⼆輪は⼩型限定含め伸⻑が続く
免許の種類 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年

大型二輪 74,911 71,111 69,861 70,836 74,183 80,916 90,924

普通二輪 169,893 161,465 155,800 161,476 168,842 182,272 207,053

原付 116,039 107,348 98,533 90,683 82,088 83,575 83,997

合計 360,843 339,924 324,194 322,995 325,113 346,763 381,974

免許の種類 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年

普通二輪（限定なし） 150,879 142,347 135,334 138,371 141,548 153,887 172,210

（内_ AT限定） 8,677 9,387 6,562 8,278 6,618 6,395 7,856

普通二輪小型限定 19,014 19,118 20,466 23,105 27,294 28,385 34,843

（内_ AT限定） 13,353 11,964 13,672 16,606 20,642 19,874 25,893

74,911 71,111 69,861 70,836 74,183 80,916 90,924 
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年齢別免許取得者数及び⼥性⽐率の推移
出典︓警察庁統計データ
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普通⼆輪免許は20代の
取得者が特に伸⻑し総数も多い

⼥性⽐率が20代から40代
中⼼に増加傾向

※〜20代は10代を含む



⼀般社団法⼈⽇本⾃動⾞⼯業会 ⼆輪⾞委員会
⼆輪⾞企画部会委員 普及広報タスクフォース

⼤野 匠
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今バイクが好調な理由
〜なぜ若者や⼥性に⼈気なのか〜
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過去のバイクブームとは

第1世代 第2世代 第3世代 第4世代 第5世代 第6世代 第7世代 第8世代 第9世代 第10世代 第11世代

年表 1970年後半
〜1980年前半 1980年前半 1980年後半 1980年

中盤〜後半 1990年前半 1990年中頃 1990年後半 2000年前半 2000年後半 2010年前半 2018年

どんなブーム
ミニバイク

ナナハン世代

スポーツバイク
（クオーター）

ビッグバイク

スクーター レース 

レーサーレプリカ

ミニバイクレース

オフロードモデル
ＭＸレプリカ

ネイキッド

アメリカン

ビッグバイク

ストリートバイク
カスタム

ビッグスクーター

ビッグスクーター
カスタマイズ

ビッグスクーター

返咲きライダー
（リターン）

軽⼆輪・⼩型
スクーター 250ccバイク

憧れのバイクを購⼊してから
"何をするか"を決めていた

バイクが「プラットフォーム」で主役。
そこにどのような「アプリケーション」（何をするか）を

インストールするかが主流だった。
ITビジネスで置き換えると

これまでは…

バイクが主役だった ＝

※150㏄クラス ※スポーティモデル

⼤きなムーブメント



第12世代のバイクブームとは

「Lifestyle Gear」ブーム

個々⼈の価値観やライフスタイルが「プラットフォーム」
バイクは「アプリケーション」という以前とは逆転した

ブームとなっている 18

個々⼈が好きな趣味に"バイク"
を結びつけて楽しむようになったライフスタイルが主役 ＝

ラ イ フ ス タ イ ル ギ ア

現在…

ITビジネスで置き換えると



2018年

★道路交通法施⾏規則改正
AT⼩型限定普通⼆輪免許（原付2種）
が最短2⽇で取得可能

★各社プロモーション
「免許取得キャンペーン」により興味者増加

★コロナ禍
・テレワークや公共交通機関を避け⾃転⾞やバイク通勤増加
・密を避け⼀⼈で楽しめるツーリングキャンプ

★様々なカテゴリーラインアップ
⾃分のライフスタイルに合うバイクを選択

★移動⼿段として経済性や利便性に気づく
コロナ禍の収束が⾒えない中、公共交通機関を避けバイクで街中に⾏く
若者も増えてきている（原付2種・軽⼆輪）

ブームとなったきっかけ 〜実は2018年から⼈気は始まっていた〜

★バイクウエア様変わり
機能性＋デザイン性が向上し、トレンドのアウトドアウエアと⾒分けがつかないようなアパレルも登場

2020年 2021年 2022年 2023年2019年
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2000年 2010年 2015年 2020年2005年 2022年

SNS変遷

通信環境

世の中の変化 〜SNSの台頭〜

★後半スマートフォン誕⽣

★07年Apple iPhone発売

★08年

★05年

★11年

★10年携帯電話４G ★20年携帯電話5G

★20年★12年

誰もが気軽に動画配信できる時代へ

⼿軽なコミュニケーション

★04年
個⼈のライフスタイル発信

その場で発信できる⼿軽さ ⼿軽さ・⾃由さの投稿 20

拡散・情報収集

⾃⼯会活動
〜⼤学⽣情報発信強化〜



第12世代バイクブームで⾒えてきた変化と課題
●YouTubeを筆頭に誰もが情報発信を気軽にできるようになった事で、今までのマスメディアは画⾯の
中の出来事（⼈・もの）としてアイドル（偶像・崇拝）として⾒ていたものが、同じ年代や⽬線で発信さ
れる情報が⾃分事として捉えられ閲覧する⼈が増加し、興味関⼼（特にキャンプツーリング）が深まる

●SNSでバイクに関する動画が発信される事で今まで影を潜めていたバイクを趣味とする俳優や芸⼈が
テレビでも流れるようになり、バイクが⾝近な存在へと変わっていった。

●SNS・マスメディアでのバイク⼈気再来の発信がさらにバイクの⼈気に拍⾞をかけている

21

SNS普及による
⼤きな変化

●コロナ禍で密を避ける為、公共交通機関を避け⾃転⾞やバイク通勤を始める⽅が増加

●⼀⼈でも楽しめるキャンプツーリングもトレンド

密を避ける
移動⼿段として変化

ストリートバイク
ビッグバイクブーム
終焉の反省を活かして

●当時、路上駐⾞が顕在化し、2006年には法改正が施⾏され路上駐⾞の取締が強化された
ことによりブームは終焉を迎えた

●調査の結果、マナーの良い若年層増加の中で、⼆輪駐⾞場の問題が浮上しており対策を講じる
必要がある



⼀般社団法⼈⽇本⾃動⾞⼯業会 総合政策委員会
調査部会 ⼆輪⾞分科会

徳江 潤
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利⽤環境
〜⼆輪⾞市場動向調査（駐⾞場抜粋）〜

(1)調査⼿法
国産⼆輪⾞︓郵送調査法（書⾯による回答とWEBによる回答併⽤）
輸⼊⼆輪⾞︓インターネットモニターWEB調査

(2)調査地域 全国（サンプル数︓4,897名）
(3)調査対象者
国産⼆輪⾞︓2020年6⽉〜2021年5⽉の新⾞購⼊者
輸⼊⼆輪⾞︓2018年6⽉〜2021年5⽉の新⾞購⼊者

(4)対象者抽出⽅法
国産⼆輪⾞︓調査応諾者より、タイプ別×排気量別の市場構成に合わせ対象者を割当、抽出
輸⼊⼆輪⾞︓インターネット調査モニターより調査対象条件該当者を抽出

(5)調査期間 2021年9⽉3⽇（⾦）〜2021年10⽉6⽇（⽔）
23
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出典︓⼆輪⾞市場動向調査

■乗⾞時に気にする点は⾬、暑さ・寒さといった天候・気候
のほか、外出先の駐⾞場なども。

〇乗っていて気になる点・・・
天候・気候の要因(「⾬の⽇は乗りにくい」、「夏は暑く、
冬は寒い」等）
四輪との関係・盗難の⼼配
に次いで、「駐⾞に困る」が挙がっている

〇解決されたら乗⾞機会が増える点・・・
天候・気候の要因に次いで、外出先での「駐⾞に困る」が
挙がっている



＜直近1年間に駐車で困った経験ありの割合（地域別）＞ ＜直近1年間に駐車で困った経験ありの割合（タイプ別）＞

注）サンプル数全体の平均よりも多い

⼆輪⾞の駐⾞問題 〜⼆輪⾞の駐⾞で困った経験／困った場所〜

■都市部ほど駐⾞に困った経験が多く、特に駅周辺で困る場合が多い

〇駐⾞で困った経験・・・東京23区 51％ ※全体は24％
〇駐⾞で困った場所・・・駅周辺 73％、繁華街 61％。

東京23区はさらに、「オフィス街」 「住宅街」 「⾃宅」 「⾃宅周辺」 が⾼いのが特徴

P44
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出典︓⼆輪⾞市場動向調査
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表側居住地別�購入二輪車別�輸入車
��複数回答3構成比

居
住
地

購
入
二

輪
車

EF
GA

CE CH
AA I J E H

HC
CI

E D G A F C C
W

CW

HW

GW

JW

AWW
全体複数回答

全体単数回答

%
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出典︓⼆輪⾞市場動向調査

⼆輪⾞の駐⾞問題 〜⼆輪⾞の駐⾞で困った場所〜

注）サンプル数全体の平均よりも多い △ サンプル数全体の平均よりも少ない ▽
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⼆輪⾞周辺期待 〜施設・インフラに対する期待〜

■駐⾞場は整備拡⼤に加えて利⽤コスト低下に
期待。

〇施設・出かけ先、⼆輪専⽤駐⾞場の
整備拡⼤・・・47％

〇施設・出かけ先、⼆輪⾞専⽤駐⾞場の
低料⾦化・・・29％
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⼆輪⾞周辺期待 〜情報に対する期待〜

■修理・メンテナンスや新モデル、駐⾞場情報へ
の期待が⾼い

○ 情報に対する整備・改善期待

修理・メンテナンス情報・・・42％
駐⾞場情報・・・32％
新製品・モデルに関わる情報・・・30％

○ スクーター(原付⼀種除く)・オンロード
・・・駐⾞場情報への期待が⾼い

P5428
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⼀般社団法⼈⽇本⾃動⾞⼯業会 ⼆輪⾞委員会
⼆輪⾞企画部会 ⼆輪⾞利⽤環境分科会

⼩久保 慎⼀



利⽤環境
〜東京都の「総合的な駐⾞対策の在り⽅」〜

30
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「総合的な駐車対策の在り方」について

東京都 都市整備局



１ 「総合的な駐車対策の在り方」の位置付け

２

Ø 都は、車から人へ力点を移し、コンパクトでスマートなまちづくりの取組を推進

Ø 人口減少や少子高齢社会、ゼロエミッション東京の実現やDXの推進等、最近の駐車場を取り巻く状況を踏まえ、あらゆる

モビリティを対象とした、今後の駐車対策の基本的な考え方について、令和４年３月に「総合的な駐車対策の在り方」を策定

位置付け










四輪車・ 

自動二輪車 

乗用車 

 

 

トラック 

 

自動二輪車 

 




バス 

 

 

 
 

 



原動機付自転車 

・自転車 

原動機付自転車 

 

自転車 

 

 

電動キックボード 
(原付 1 種、出力 0.6kw 以下) 

 

 出典：経済産業省資料 




新たな 

モビリティ 

電動車椅子 

 

出典：(株)キュリオ資料 

自動宅配ロボット 

 

出典：(株)ZMP 資料 

超小型モビリティ 

 

出典：トヨタ自動車(株) 資料 




小型バス・カート 

 

  


 出典：大分市資料   


 

これまでの駐車対策の対象車両 

総合的な駐車対策の在り方における対象車両 

本在り方の対象車両
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◆ゼロエミッション東京の実現に向け、道路空間の再配分等により、人中心の魅力の高い空間を創出
し、居心地がよく歩きたくなるウォーカブルなまちづくりを実現

◆サステナブル・リカバリーの観点を踏まえつつＤXを推進し、コンパクトでスマートな都市を実現

目指すべき将来像（2040年代）

ゼロエミッション東京 ウォーカブルなまちづくり ＤＸの推進 新型コロナ危機を契機とした

都市づくり
2050年CO2排出実質ゼロを目指
し、2030年のカーボンハーフを
実現するため、再エネやグリーン
水素の活用など、あらゆる手段を
用いて具体的な取組を推進

新たなまちの魅力向上へ向けた公
共空間の活用促進を図り、都市の
にぎわいや魅力を創出するための
取組を推進

ICTを活用し、シームレスな移
動を可能とするMaaSや、５G
を活用した自動運転環境の整備
等の取組を推進

サステナブル・リカバリーの考
え方に立脚した強靭で持続可能
な都市づくりを推進（自転車利
用環境の更なる充実等）

２ 目指すべき将来像と東京都の駐車対策における検討の方向性

Ø 都の総合的な計画（未来の「東京戦略』」等）における都市づくりの戦略を踏まえ、２つの目指すべき将来像を設定

出典：東京都「未来の東京戦略」出典：東京都「未来の東京戦略」出典：東京都「未来の東京戦略」出典：東京都「未来の東京戦略」

２.1 目指すべき将来像



方向性① 人中心のまちづくりと連携した駐車対策（あらゆるモビリティを対象に）

２ 目指すべき将来像と東京都の駐車対策における検討の方向性

34

l 歩行者空間の創出に向けた、駐車場出入口の適

正な配置等の取組を推進

l 道路空間の再編に際し、様々なモビリティの

駐車・乗降スペースの確保を検討

l 需要に応じた共同荷さばきスペースの複数配置、

にぎわいの連続性を分断しない車両動線の検討

l 人中心のまちづくりに向けた、あらゆるモビリ

ティを対象とした駐車対策の検討

人中心のまちづくりによる歩行者空間の創出

２.２ 東京都の駐車対策における検討の方向性

Ø 目指すべき将来像の実現に向け、重点的に推進すべき５つの検討の方向性に沿った施策を提示



② 効果的・効率的な総合駐車対策の推進（ハード、ソフト施策の組み合わせ）

２ 目指すべき将来像と東京都の駐車対策における検討の方向性

35

l 路肩側の車道空間であるカーブサイドについて、

地区特性を考慮したタイムシェアの実施による

効率的な活用

l リアルタイムな満空情報等、きめ細かい情報の

発信による既存ストックの活用

l 需要に応じた多様で弾力的な料金設定による

駐車場利用の分散・誘導

カーブサイドを活用したカーシェアリングポート
と荷さばきを両立した例



方向性③ 社会経済状況の変化や地区特性に応じた柔軟な駐車対策の推進

２ 目指すべき将来像と東京都の駐車対策における検討の方向性

36

l 稼働率の低い駐車場を活用し、多様なモビリ

ティが駐車できるスペースへの転用

l 地域ルールの策定促進や立地適正化計画による

駐車場配置の適正化を実施

l ユニバーサルデザインを考慮した駐車場整備の

検討

駐車場・駐輪場の利用状況の例



方向性④ ＣＯ２実質ゼロや防災・減災

２ 目指すべき将来像と東京都の駐車対策における検討の方向性

37

l ZEV用インフラの整備に係る支援制度の拡充等

による環境負荷低減機能の付加

l パークアンドライドの導入やフリンジ駐車場の

配置による公共交通利用の促進

l 災害時の駐車場スペースの利用へ向け、防災備

蓄倉庫の整備等による防災機能の付加



方向性⑤ ＭａａＳ、自動運転等の先端技術や新たなモビリティに対応

２ 目指すべき将来像と東京都の駐車対策における検討の方向性

38

l MaaS※1 の活用や、満空情報の発信やオンライ

ン予約・決済の高度化などのDXの推進による先

進的な駐車施策の展開

l 新たなモビリティやシェアリングに対応した乗

降スペースの確保等について検討

l 新たなモビリティや自動運転車の普及による駐

車スペースの合理化等を検討

※ MaaS（Mobility as a Service）とは、一連の交通サービスとして

モビリティの最適化を図るため、複数の交通手段を組み合わせ、ア

プリ等により一括検索・予約・決済を可能とする取組などを指す

情報共有・駐車施設推奨 最適な経路案内

オンライン予約の高度化・ 駐車施設

の需給調整
MaaSと連携したシームレスな移動の実現

DX の推進による施策展開イメージ
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３.１ 地区マネジメントの必要性

Ø 都内には様々な特徴を持った地区が存在しているため、地区の特性に応じた駐車対策が必要

Ø 駐車施策の実施に当たっては、地元組織や事業者等、多くの関係者の理解や協働による取組が必要

Ø このため、多様な主体により構成する地区マネジメント組織を構成し、本組織にて、地区の将来像や施策メニュー等を取り

まとめた「（仮称）駐車・まちづくりのマネジメントガイドライン」を策定の上、継続的なマネジメントを実施

地区マネジメント組織の構成員のイメージ

３ 地区特性を考慮したマネジメントの進め方

＜地区マネジメント組織の役割＞

Ø 「（仮称）駐車・まちづくりガイドライン」の策定・検証・見直し、施策の実施体制の構築・運営 等
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■ 掲載ホームページ （URL：https://www.toshiseibi.metro.tokyo.lg.jp/kiban/kagami/index.htm）

【参考】「総合的な駐車対策の在り方」について

・本在り方の本文について、掲載しております。

「総合的な駐車対策の在り方」表紙

https://www.toshiseibi.metro.tokyo.lg.jp/kiban/kagami/index.htm


【参考】都有施設のバイク駐車場
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東京国際フォーラム

都立多摩産業交流センター

「東京たま未来メッセ」

【今後予定】東京アクアティクスセンター



本⽇はありがとうござました
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